
工業新報第一号

上郡町の偉人　大鳥圭介

上
郡
町
の
偉
人

第
十
七
回

著
者 

中
川
由
香

「
真し
ん

摯し

の
人
」

大
鳥
圭
介

　
「
中
外
工
業
新
報
」
は
日
本
初
の
工
業
雑
誌
で
、明
治
十
一

年
六
月
に
初
号
刊
行
さ
れ
た
。
隔
週
。
主
催
者
は
大
鳥
圭
介

で
あ
る
。
局
長
は
荒あ

ら

井い

郁い
く
の
す
け

之
助
。
編
集
長
・
印
刷
は
金
子
精

一
。
荒
井
は
旧
幕
時
代
か
ら
の
圭
介
の
親
友
、
金
子
は
そ
の

父
が
教
育
を
圭
介
に
委
ね
た
洋
学
者
だ
っ
た
。
発
行
社
は

「
櫻
水
舍
」
と
奥お

く
づ
け付
に
あ
る
。
こ
の
社
名
は
、
当
時
の
圭
介

の
住
所
「
櫻
川
町
」
に
由
来
し
た
。
こ
の
時
の
圭
介
は
、
工

部
省
工こ

う
が
く
の
か
み

学
頭
兼
製せ

い
さ
く
の
か
み

作
頭
兼
内
務
省
勧
業
寮
四
等
出し

ゅ
っ
し仕

。
誰
も

一
度
で
覚
え
ら
れ
な
い
肩
書
き
だ
。
圭
介
は
工
部
大
学
校
他
、

造
船
所
・
機
械
・
セ
メ
ン
ト
工
場
等
、
二
省
に
跨
り
軽
工
業

以
外
の
工
業
を
総
括
し
た
。
多
忙
を
極
め
る
圭
介
が
、
私
的

活
動
で
工
業
育
成
の
た
め
に
発
刊
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

　

緒し
ょ
げ
ん言
は
、
当
時
の
工
業
先
導
者
た
る
圭
介
の
信
念
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
。
幾
度
も
他
書
で
引
用
さ
れ
た
名
文
で
あ
る
。

「
自
由
民
権
の
説
の
多
く
は
、
欧
米
の
時
運
を
俄

に
わ
か

に
東
方
に

伝
え
る
一い

ち
き
ゅ
う
へ
き

急
癖
で
、
実
益
を
得
る
に
却
っ
て
道
は
遠
い
」
と

自
由
民
権
論
に
懐
疑
的
姿
勢
を
示
し
た
。
一
方
で
「
衣
食
住

が
人
生
に
最
重
要
、
そ
れ
を
安
定
さ
せ
る
為
に
、
公
正
な
工

業
を
興
し
恒
産
の
道
を
開
く
こ
と
が
要

か
な
め

。
皆
が
生な

り

業わ
い

を
持
ち

労
働
で
き
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
難
に
も
挫
け
る
こ
と
は
無
い
」

と
、
生
業
の
本
質
と
重
要
さ
を
、
現
実
的
に
圭
介
は
示
し
た
。

　

記
事
は
、
お
よ
そ
産
業
に
結
び
つ
き
そ
う
な
事
象
を
手
当

た
り
次
第
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
酪
農
、 

牛
肉
、
缶
詰
、
ビ

ー
ル
、
藍
、
綿
、
ゴ
ム
、
砂
糖
、
紅
茶
、
レ
モ
ネ
ー
ド
、
材

木
、
塩
、
氷
、
ガ
ラ
ス
、
鉄
、
石
灰
、
漂
白
粉
、
蝋ろ

う

、
石
綿
、

イ
ン
ク
、
石
膏
、
明

み
ょ
う
ば
ん礬
、
鉛
筆
、
靴
、
寒
暖
計
、
肥
料
、
墨

汁
、
膠

に
わ
か

、
石
鹸
、
石
炭
、
瓦ガ

斯ス

、
水
車
、
電
信
機
、
削
岩
機
、

ポ
ン
プ
、
避
雷
針
、
顕
微
鏡
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
硫
酸
、
ヨ
ウ

素
、
硝
酸
、
硫
黄
、
水
銀
、
防
腐
法
、
め
っ
き
、
合
金
、
レ

ン
ガ
、
衛
生
、
道
路
、
鉄
道
、
等
、
枚
挙
に
暇
が
無
い
。

　

圭
介
の
記
名
記
事
は
約
半
数
の
号
に
あ
る
。「
氷
の
説
」「
油

の
説
」「
明
礬
の
製
法
」「
造
化
力
の
説
」「
噴
出
井
戸
の
掘
方
」

「
北
海
道
開
拓
論
」「
日
本
美
術
」
等
だ
。
一
方
「
三
実
論
」

「
勧
業
の
弁
」
等
、
無
記
名
だ
が
圭
介
寄
稿
と
思
し
き
記
事

も
多
い
。
荒
井
も
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
説
」「
回
光
器
」
等

寄
稿
、「
米
国
測
量
記
事
」
も
無
記
名
だ
が
荒
井
の
筆
だ
ろ
う
。

ま
た
、
志
田
林
三
郎
、
高
嶺
譲
吉
、
藤
岡
市
助
ら
工
部
大
学

校
学
生
に
よ
る
翻
訳
や
論
文
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
方
か
ら
の
質
問
や
要
望
に
応
じ
て
書
か
れ
た

記
事
も
多
い
。
信
州
の
堀
内
新
助
が
「
蜜み

か
ん柑
糖
製
法
」
と
い

う
記
事
を
投
稿
す
る
な
ど
、
地
方
の
独
自
の
技
術
も
吸
い
上

げ
る
編
集
姿
勢
が
伺
え
る
。
中
央
と
地
方
の
技
術
知
識
の
交

換
と
波
及
が
目
的
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
坪
井
信
良

や
栗
田
万
次
郎
、
伊
藤
圭
介
、
田
中
芳
男
な
ど
、
工
学
の
分

野
に
留
ま
ら
ず
幅
広
い
知
識
人
が
寄
稿
し
て
い
る
。

　

巻
末
に
は
、
圭
介
担
当
の
工
部
省
工
作
局
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
た
。
例
え
ば
機
械
製
作
を
行
な
う
赤
羽
工
作
分
局
は
、

見
学
の
他
、
図
面
が
な
い
実
業
家
に
所
属
の
機
械
技
術
者
が

相
談
に
乗
り
、
製
図
し
て
注
文
を
受
け
る
。
民
間
支
援
、
官

か
ら
民
へ
の
技
術
移
転
の
役
割
を
示
し
て
い
る
。

　

編
集
後
記
に
は
工
作
局
の
製
品
、
工
部
大
学
校
生
の
実
習

内
容
、
読
者
質
問
へ
回
答
す
る
実
験
や
製
作
結
果
な
ど
、
関

連
活
動
に
つ
い
て
詳
し
い
。
ま
た
、
北
海
道
移
住
の
洲
本
士

族
に
よ
る
厳
し
い
自
然
下
の
商
品
作
物
農
業
・
通
商
の
成
功

談
な
ど
、
民
衆
に
力
を
与
え
る
好
例
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

工
業
新
報
は
、
年
間
総
集
編
と
し
て
製
本
さ
れ
た
も
の
を

除
き
、
復
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
論
文
で
も
参
考
資
料
に

掲
げ
て
い
る
文
献
は
少
な
く
、
知
名
度
は
低
い
。
多
く
の
記

事
が
無
記
名
で
あ
る
こ
と
が
一
因
だ
ろ
う
。
誰
が
書
い
た
の

か
と
い
う
名
誉
欲
と
は
無
縁
な
実
直
的
な
あ
り
方
が
感
じ
ら

れ
る
が
、
今
後
の
歴
史
研
究
活
用
を
期
待
し
た
い
。

　

六
年
間
継
続
し
た
工
業
新
報
だ
が
、
財
政
は
苦
労
し
た
。

工
部
大
学
校
学
生
が
雑
貨
店
を
開
き
、
翻
訳
知
識
で
化
粧
品
、

白
粉
、
歯
磨
き
粉
等
を
売
り
赤
字
を
補
お
う
と
し
た
。
が
、

学
生
の
科
学
考
究
製
品
は
、
気
味
悪
が
ら
れ
あ
ま
り
売
れ
な

か
っ
た
。
男
子
学
生
達
が
雑
誌
存
続
の
為
に
化
粧
品
片
手
に

奔
走
す
る
様
は
い
じ
ら
し
い
。
結
果
か
ら
見
て
、
工
業
新
報

が
一
般
に
理
解
さ
れ
る
に
は
二
十
年
早
か
っ
た
。
圭
介
の
事

跡
に
は
、
活
字
や
石
油
な
ど
こ
の
傾
向
が
あ
る
。
必
要
と
さ

れ
る
時
期
よ
り
一
世
代
先
に
導
入
を
始
め
た
為
、
そ
の
成
果

が
一
旦
宙
に
浮
き
、
先
導
者
と
し
て
の
名
声
に
繋
が
ら
な
い
。

そ
れ
を
是
と
し
、
一
番
難

し
い
道
な
き
道
を
後
続
者

に
指
し
示
し
た
。
そ
れ
が

大
鳥
圭
介
と
い
う
人
物
の

足
跡
で
あ
る
。
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